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協調型自動運転

出展：産経新聞 2024年5月22日
https://www.sankei.com/article/20240522-VXAH6FBNTJO3ZPTPOSQYYCS4J4/

https://driversjob.jp/contents/driver/j72

自動運転が必要

バス・トラックドライバー不足 自動運転のレベル

ドライバー不足の解消のためには
レベル４以上の自動運転の実現が重要

https://www.mlit.go.jp/common/001226541.pdf
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協調型自動運転

建物

車載センサ、カメラにより
得られる周囲情報を活用

建物

通信（= V2X）を用いて
周囲の車両情報や交通情
報を互いに共有

通信

自律型自動運転 協調型自動運転

レベル4以上は協調型自動運転により実現
= 通信（= V2X）が必要

2025/1/17 Confidential 5



日本における協調型自動運転のための通信の検討

内閣府SIPにおいて「協調型自動運転ユースケース」「協調型自動運転通信方式ロードマップ」が
策定されている

協調型自動運転ユースケース 協調型自動運転通信方式ロードマップ

2030年に5.9GHz帯を用いた新たな通信方式
が必要とされることが示されている

25の協調型自動運転ユースケースを定義
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V2Xとは？

V2X（Vehicle to Everything） 車とモノの間の通信

X = Vehicle (車)

X = Infrastructure (路側機)

V2V

V2I V2N

ネットワーク

RSU: Road Side Unit

路車間通信

車車間通信
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協調型自動運転に必要な通信のイメージ

出展：自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会 中間取りまとめ（案）
https://www.soumu.go.jp/main_content/000889708.pdf
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V2Xを用いた協調型自動運転

路側機がセンサー・
カメラにより検出し
た自転車の物標情報

建物

車の物標情報

路側機が車から受
け取った物標情報

建物

V2Xを用いた協調型自動運転例

1) 右折 2) 死角にいる自転車の保護

• 右折時の対向車の向こう側にいる車の情報を
V2Xにより取得

• 取得した情報により右折可を判断

• 建物の死角から交差点に進入しようとする歩行
者の情報を路側機からV2Xにより取得

• 取得した情報により歩行者の進入を把握
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5.9GHz帯について

2019年1月 ITU-R Rec. M.2121
“Harmonization of frequency bands for Intelligent Transport Systems in the mobile service”

「ITS周波数として5,850～5,924 MHzのすべてまたは一部の使用を考慮する必要がある」と勧告

V2Xシステムに関する国際的な周波数割り当て状況

出展：自動運転時代の“次世代の ITS 通信”研究会 中間取りまとめ（案）
https://www.soumu.go.jp/main_content/000889708.pdf

DSRC
• IEEE802.11p (WAVE): 5.9 GHz
• IEEE802.11bd: 5.9 GHz, 60 GHz

C-V2X
• LTE (4G): 5.9 GHz
• NR (5G): 5.9 GHz

通信方式
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* DSRC: Dedicated Short-Range Communication

* C-V2X: Cellular V2X



日本の5.9GHz帯のV2Xシステムへの割当

総務省 周波数再編アクションプラン（令和６年度版）より

出展：https://www.soumu.go.jp/main_content/000981647.pdf

5,895 – 5,925 MHzをV2X通信向け
の周波数として令和8年度を目途
に割当を行う
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国内における検討 –実証

ITS情報通信システム推進会議

• 2024年2月より、協調型自動運転通信方式WGを設置し、新たなユースケース等の検討を開始
• V2X実証のガイドラインの策定を開始 →新東名自動トラック実証実験用ガイドラインの策定を実施中

デジタルライフライン全国総合整備計画 アーリーハーベストプロジェクト

https://www.soumu.go.jp/main_content/000958018.pdf

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001623770.pdf

新東名自動トラック実証実験
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研究開発

出展：自動運転時代の“次世代のITS通信”研究会（第6回） 今後のスケジュール
https://www.soumu.go.jp/main_content/000900868.pdf
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5.9GHz帯V2Xシステムの研究開発 –協調認識の実現に向けた次世代V2X通信技術の研究開発

C-V2Xに基づくV2X/V2Nのための通信技術の研究開発を実施中
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協調認識の実現に向けた次世代V2X通信技術の研究開発

実際の交通環境下では建物や大型車により通信リンクが遮蔽されることがあり、

事故の予見性が低下してしまう

信号のない交差点に交通弱者（VRU）が存在するケース交差点での出会い頭のケース

建物による遮蔽

大型車による遮蔽

遮蔽により信頼性が低下するケースにおいても低遅延・
高信頼性を持つマルチホップ通信技術の研究開発
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協調認識の実現に向けた次世代V2X通信技術の研究開発

路側機

×

協調認識に基づく自動運転
に向けた路車間通信を実現

自動運転における多数の車両に対する
ネットワークとの大容量通信を実現（遠隔監視）

5.9GHz帯マルチホップ通信技術 ミリ波帯高機能ビームフォーミング
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エミュレーション技術

自動運転のようなミッションクリティカルなユースケースの実証や、

路側機や車両の配置位置や車の流量などを仮想空間上で行うことで概念実証を効率化

出展：錦織他,”ITSや自動走行に求められるミリ波レーダ検証技術,” MWE ダイジェスト、2021年11月

https://apmc-mwe.org/mwe2021/pdf/WS_01/TH3A-4_1.pdf
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まとめ

• 協調型自動運転
• 自車の周囲情報に加え、通信により路側機や他の車と共有された情報に基づいて自動運
転を行う

• V2X
• 車とモノの通信

• 5.9GHz帯について

• 5.9GHz帯はV2X用に国際的に割り当てられた周波数

• 海外では既に割り当てられており、日本では令和8年度を目途に5.9GHz帯の周波数割当
を行う予定

• 5.9GHz帯V2Xシステムの研究開発

• 新東名自動運転トラック実証等5.9GHz帯V2Xを用いた実証が開始される

• マルチホップ通信技術といったより信頼性を高くする通信技術

• エミュレーション技術の活用による概念実証
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